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た。刺激頻度は10閃光/秒とし， 30回 (2. 9 秒)の刺激を，一定の休止期間をおいて 2 度お乙なっ
た。乙の休止期間として，刺激回数にして 5 ， 10, 15, 20回( O. 6 , 1. 1 , 1. 6 , 2. 1 秒)の 4 種類
を設けた。乙の 4 種類の休止期間をもっ刺激を各々 10回， 10秒以上の間隔をおいておこなった。
乙れをアナログレコーダに記録後， 2 回の刺激のそれぞれの刺激開始 l 秒前から刺激開始 2 秒後まで
を 200Hz のサンプリング間隔でAD変換し， 乙の部分の脳波を調べた。 2 つの光駆動の比較は，以
下の 3 つの方、法により行った。
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i) 4 種類の休止期間それぞれについて 2 つの光駆動脳波の加算平均波形を求め，乙れを重ね合わ
せる乙とにより比較した。
i )まず各脳波に非定常スペクトノレ推定を行い，分散， 10Hz 近傍にピークをもっスペクトノレ成分
の帯域幅，の二つのパラメータの時間変動を求めた。乙の二つのパラメータについて，休止前後の光
駆動反応を刺激開始後の時点ごとに t 検定をお乙なって各被験者の 4 種類の休止期間それぞれについ
て比較した。分散は対数変換したものを分析にもちい， t 値は分散では 2 回目刺激時の値が大きいと
きに正の値を，帯域幅では 2 回目刺激時の値が小さいとき正の値をとるように求めた。
i )次に i )で計算した加算平均波形に対しても非定常スペクトノレ推定を行い， 11 名で， 4 種類の休
止期間それぞれに対し，分散，帯域幅の時点ごとの t 値を求め，その推移を調べた。
〔成績〕




i )分散，帯域幅の 2 つのパラメータの t 値の推移では， 2 回目刺激時に 1 回目刺激より分散では
有意に大きな値を，時変帯域幅では有意に小さな値をとる時点が重ね書きにより差がみられた時点近
傍にみられる傾向があった。
i )加算平均波形を用いた 11名のデータからの t 検定。分散では 4 種類の休止期間のすべてで刺激
開始 0.5- 1. 0 秒で有意な差がみられた。 4 種類の休止期間すべてで， 0 時点のエンベロープの t 値
はほぼ O~C近い値をとっており，二つの光駆動の差が位相が保たれる乙とによるものではない乙とが
示された。一方，帯域幅では，休止期間 O. 6 , 1. 1 , 1. 6 秒では t 値は 0.2 -0.6 秒で有意の値をと















検討した。その結果， 1 回目の光駆動に比し， 2 回目の方が速やかに光駆動が形成されることが確認
された。また，休止期間が長くなるほど， 1 回目刺激の影響は少なくなることも明らかとなった。
以上iとより，本研究は律動波発生機構が賦活されると，刺激休止後もその影響が残存し，再び刺激
したとき，より容易に光駆動反応が形成される乙と，また，その影響は徐々に消失するものである乙
とを明らかにしたものであり，律動波発生機構の障害された老年期痴保の脳機能研究に乙の方法を用
いるなど，臨床応用への可能性が示唆され，学位に値すると考えるo
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